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　 続 い て 、 図 ９ ～ 図 １ ３ に 示 し た よ う に 、 第 ２ 環 状 部 ４ ４ か ら 突 出 し た ス ト ラ ッ プ の 先 端
部 分 １ ６ を 、 結 束 工 具 １ ０ ０ に 挿 入 す る 。 こ の 結 束 工 具 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 本 願 の 基 礎 米
国 出 願 と 共 に 本 願 の 出 願 人 に 対 し て 譲 渡 さ れ た ２ ０ ０ ４ 年 １ １ 月 ２ ９ 日 付 出 願 の 米 国 特 許
出 願 （ 出 願 代 理 人 の 整 理 番 号 LCB445） に 開 示 さ れ て い る 結 束 工
具 な ど で あ る 。 尚 、 同 米 国 特 許 出 願 の 開 示 内 容 は 、 こ の 言 及 を も っ て そ の 全 体 が 本 願 開 示
に 包 含 さ れ た も の と す る 。 そ の 種 の 結 束 工 具 １ ０ ０ を 用 い て 、 ス ト ラ ッ プ １ ２ を 第 ２ ブ リ
ッ ジ 部 ３ ０ で 折 り 返 す よ う に 折 り 曲 げ 、 更 に 、 そ の ス ト ラ ッ プ １ ２ に 引 張 力 を 付 与 し 、 し
か る 後 に 、 第 １ ブ リ ッ ジ 部 ２ ０ よ り 手 前 の 所 定 の 位 置 で 、 そ の ス ト ラ ッ プ １ ２ の 余 分 な 部
分 を 切 断 除 去 す る 。 ま た 、 そ の 際 に 、 ス ト ラ ッ プ １ ２ に 引 張 力 を 付 与 し た な ら ば 、 ス ト ラ
ッ プ １ ２ を 上 方 へ 折 り 曲 げ た 上 で 、 切 断 す る よ う に す る 。 続 い て 、 切 断 し た こ と に よ っ て
形 成 さ れ た そ の ス ト ラ ッ プ の 先 端 部 １ ６ を 、 第 １ ブ リ ッ ジ 部 と 第 ２ ブ リ ッ ジ 部 と の 間 に 画
成 さ れ て い る 係 止 窓 部 ４ ６ の 中 へ 倒 し 込 み 、 そ の ス ト ラ ッ プ の 先 端 部 １ ６ の 位 置 が 、 押 え
突 起 ２ ６ の 位 置 よ り 低 く な る よ う に す る 。 こ れ に よ っ て 、 板 状 係 止 突 片 ２ ２ を 押 し 倒 す よ
う に 折 り 曲 げ る こ と で 、 ス ト ラ ッ プ １ ２ の 先 端 部 １ ６ を 、 第 ２ ブ リ ッ ジ 部 ３ ０ の 表 面 に 沿
っ て 屈 曲 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。 続 い て 、 図 １ ４ に 示 し た よ う な 工 具 ２ ０ ０ を 用
い て 、 板 状 係 止 突 片 ２ ２ を 折 り 曲 げ て 、 そ の 板 状 係 止 突 片 ２ ２ で ス ト ラ ッ プ の 先 端 部 １ ６
を 押 さ え 付 け 、 ス ト ラ ッ プ の 先 端 部 １ ６ を 固 定 す る 。
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